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▌事務局だより 

１．10月 1日現在会員数 

湘南 県央 ベイサイド 多摩・田園 計 

37 33 31 28 129名（Eグループ会員：115名） 

10月 22日 入会  星野 道雄氏（県央） 

２．運営委員会報告 

10月は、運営委員会は開催されませんでした。 

３．次回の運営委員会  

日時：2022 年 11月 27日（日）10:00～12:00 オンライン開催 

議長：永井委員、書記：福山委員 

HPサークルよりホームページ改訂のご案内 

10月 2日付のメールにてご案内しておりますが、じゃおクラブのホームページを改訂しました。 

今回の改訂は、内容を最近のじゃおクラブの活動に合わせると共に、ホームページをよりわかりやすく

するために実施しました。 

https://jaoclub.com/ 

本部チラシも改訂しました。これによって、ホームページとチラシの表現の一貫性が保たれるようにな

りました。 

https://jaoclub.com/wp-content/uploads/2022/10/jaoclub-flyer-20221001.pdf 

個人情報保護方針をホームページに掲載しました。 

https://jaoclub.com/privacy-policy/ 

  

https://jaoclub.com/
https://jaoclub.com/
https://jaoclub.com/wp-content/uploads/2022/10/jaoclub-flyer-20221001.pdf
https://jaoclub.com/privacy-policy/
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▌特別寄稿 

連載 6回目となる、じゃお県央、前田康行さんの特別寄稿です。今回は、旅を振り返っての感想をま

とめておられます。その内容は行った人にしかわからない下道で遠出する時の極意なのかもしれません。 

不如帰道中記～その 6 

じゃお県央 元相模原市 前田康行 

下道とカーナビの進歩～旅を振り返って 

高速道路、有料道路を使わず、下道だけでも 3日あれば相模原から佐賀県まで行けることが証明でき

ました。ただし、これって結構無謀ではあります。高齢で、なおかつ車の運転はどうもという人は真似

をしない方がいいですよ。こんなこと真似する高齢者はいないか。 

私はこれまで、下道というと 40-50km/h ぐらいのスピードでトコトコ走るというイメージを持って

いたんですが、今や主要国道には高速道路と見紛うような立派なバイパスがたいてい出来ているようで、

100km/h近いスピードで進むことも可能。といってももちろん一般道ですから法定速度は 60km/h。巡

航速度はまあ 70km/hぐらいでしょうか。今回、一度も捕まることはなかったけど、途中ネズミ捕りを

２回（いずれも反対車線で実施してたからよかった！）、パトカーあるいは白バイに捕まってたのを２

回見かけました。やはり速度には要注意。まあ、流れに乗って走っていれば捕まることはないと信じて

運転しましたけどね。 

下道も今やたいていの道路は、制限速度が 50km/hなんですねえ。これって私にとっては意外な発見。

というのも、主要国道は別にして、一般道路ってたいてい制限速度は 40km/hだと思っていましたので。

道中、ナビの誘導するごく普通の一般道を含めて、結構 50km/h 区間が多かったような。そういえば、

昭和だったか平成だったかどっかで、制限速度が 40km/hから 50km/hに緩和される道路が増えるとい

うようなことを聞いたような記憶が。昔のことは結構覚えているのが年寄りの特徴です。制限速度が

50km/h だと、実際の巡航速度はだいたい 60km/h あたりでしょうか。今回、相模原から下道だけを使

って 3日間で佐賀県にたどり着けたのも、これが大きいかもしれません。ただ、高齢者にはちょっと速

すぎるかなあ。いずれにしても、今やその土地その土地の固有の風景を探しながらのんびりと車を走ら

せるという時代ではないんだなあ、と便利さと引き換えに失うものがあるということを改めて実感し、

いささか複雑な気持ちにもなりました。例えば、鳥取、島根、山口県などの山陰地方では、家の屋根瓦

の多くが独特の風合いを持つ赤い石州瓦で、こういった屋根瓦がずらーっと連なっている風景はなかな

かのものだと思いますが、車でダーッと走ってるとじっくり眺めることもできません。今回は九州に帰

るという目的があって、先を急ぐ旅だったということもあるんですけど、なんせ 70km/hぐらいでダー

ッと走ってますからね、チラチラっと見ただけで終わり。ちょっと心残り。 

ちなみに、今回移住した佐賀県小城市のわが家の周囲は、今一面小麦畑（佐賀県はビール麦の栽培が

盛ん）なんですが、農道はどこも立派に整備されていて、少し拡幅された農道だと制限速度 50km/hで

す。もちろん 30、40km/h制限の道路もありますが。 

道路地図って平面なんでそれだけ見ててもわかりませんが、日本の地形から考えて当然高低があるわ

けで、つまり道路はたいてい上って下っているということです。このことは、特に知らない山間部を走

る時には意識しておいた方がいいですよ。上りはまだいいとして、下りになると当然スピードが上がり
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ます。皆さん経験がおありだと思いますが、下りで先頭を走るとなにかと大変。先ほど触れましたよう

に、全体として巡航速度が上がっていますから。上りの時に後方を確認して、下りに入る前に後続車を

やり過ごしておく、なんてことを心掛けておくと気楽。高齢者は、なに～負けるか、と頑張ってはいけ

ない。下り道で後ろにぴったりついてくるのはサングラスの怖いあんちゃんかもしれないし、大型トラ

ックだとなお恐ろしい。 

さらに山間部ではトンネルが頻繁に出現。このトンネルがまたまた曲者。道路は幅広く改良されてい

ても、トンネルは昔のままというところが多く、そういったトンネルは暗くて狭い片道一車線ばかり。

しかもそのトンネルが下っているとなると、どんどんスピードが上がって、あっという間に 70km/hぐ

らいにはなります。暗く狭いトンネルの中で 70km/hですよ。それでトラックなんぞがぴったり後ろに

くっついてきた日には、それはそれは緊張します。今回は結構そういった経験をしましたですねえ。中

でも特に気を付けたいのは、高齢者は、トンネル内外の明るさのギャップに対する網膜の順応が遅いこ

と。トンネルに入って一瞬なにも見えなくなった経験はありませんか？トンネルに入ってしばらくは要

注意です。今回特に怖かったのが関門トンネルと冷水トンネル。両方ともとにかく暗くて狭くてなおか

つ距離が長い！ん？よく考えたらどちらも九州かあ、なんだかなあ。 

スマホのマップによるナビシステムはなかなかどうして大したもんです。音声に従って走ればほぼ大

丈夫、十分に使えることが確認できました。GWだっちゅうのに、渋滞には一度もはまりませんでした

よ。ただ、私は好きな音楽（松山千春とかサザンとかスイングジャズとかバロックとか、統一感は全く

ありません。どうでもええか、すんません）を大音量で聴きながらの運転が好きなんですよ。そうする

とナビの音声ガイドが聞きづらい。かといってスマホ画面の地図を見ながらの運転は危ない。私はスマ

ホを助手席に置いてましたので、脇見が大きくなりますから画面はほとんど見なかったですね。専用の

スタンドを使って目の前にスマホを立てるやり方もありますが、それでもやはり脇見になります。巡航

速度が速い道路も多いことですし、音声ガイドが安全です。というわけで、今回旅のお供にたくさんの

CD を積んでいたのですがほとんど聴くことがありませんでした。音楽好きな人にとってはそこが難点

ですかね。まあ、ナビの音声量を最大にして、音楽のボリュームを少し絞れば大丈夫かなあ。ちなみに、

今回使いませんでしたが、スマホには Yahoo!カーナビってアプリもあって、もちろん無料だそうで、地

図の見やすさの点で評価が高いようです。ただ、データ通信量はマップより多いとか。とはいっても、

ネットを見ると、スマホナビ 1 時間当たりの通信量は、十数MBぐらいだそうですからほとんどデータ

通信量の上限は気にしなくてもよさそうです。他にも、line カーナビというのがあるそうですが、これ

はネット上での評価が低いですね。また、ナビにつなぎっぱなしだと結構スマホのバッテリーの減りが

早いようです。スマホナビを使って長時間運転する時は、車のシガーライターソケットに装着するコネ

クターが必需品です。百均で（300円也）売ってます。 

  



 

 

- 4 - 

▌会員だより 

我が麻雀放浪記 

ベイサイド 佐藤 義久 

初めて麻雀をしたのは、高校 2年生の夏休みに同級生の家でした。その時の負けが悔しくて、すぐに

小島武夫の本を買い、上り役・点数の計算等を学校の勉強をそっちのけにして学習したものです。 

その後、浪人時代と学生時代の数年は、勝ったり負けたりのレベルの低い戦いでした。但し、学生時

代に先輩に誘われて、雀荘に来る一般の人２人と対戦した時は、相当痛い目に会いました。今思えば貴

重な体験だったと思います。会社に入ってからは、営業職で有ったこともあって先輩・後輩と週に１～

２回行っていました。 

何と言っても、5 年前に「じゃおクラブ」に入会し「巳申の会」に入ってからは、対戦数が増えまし

た。1 年目は、中途から始めたので、勝率２位・得点率２位でしたが、その後ルールや対戦相手にも慣

れてきて、２年目から４年目まで勝率１位・得点率１位の３連勝中であります。 

麻雀は「つき」が７～８割と言いますが、私は相手３人の「くせ」を見抜く「力」だと考えておりま

す。掛け麻雀ではないので、これからも楽しい麻雀を続けて行きたいと思います。 

長崎から流れ流れて 

湘南 島田 秀雄 

あれは中学を卒業する時の事件でした、父親が鹿児島へ引っ越すからと話している。私は子供心に、

なんでだろうと仕方無く良く分からないまま一緒に付いて行く事とした。 

春先の、やっと冬が終りかけた暖かい日でした。長崎駅には見送りの会社関係の方々が来ておられ、

万歳三唱が有り異様な風景を垣間見ました。まあ、此の辺りから自分の人生観が変化して行ったのでし

ょうね、子供心に隠れて涙を流したのを覚えています。 

姉と母親は、原爆の後遺症で、その後早くして他界

することに成りました。自分は父親の転勤先の生活

には馴染め無かった事を思い出します。 

今はこうして神奈川に住んでいても、お魚である

サケの様に親戚やお墓の無い長崎へ、お盆に毎年帰

る事にしています。お盆近くに成ると秀雄さん帰っ

て来てと、姉の声が聞こえるのです。 

幼い頃父親、姉、兄と本当に遊び回った長崎の茂木

立石海水浴場へ行きます。もうかれこれ 10年連続で

しょうか、この茂木海水浴場には家族の魂がこもっ

て居るからなんです。 

そして花束を海に流すのが家族への思いなんです。流れ流れても、やはり自分の心は長崎から離れた

く無い様です、元気な内は来年も長崎へ帰ります。 
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一時帰国の次男との俳句談義 

湘南 島村 忠男 

アメリカに渡って約 20年、永住権を取って 10 年になる次男が久しぶりに日本に帰ってきた。 

日本国の運転免許証の更新が主な目的であった。滞在期間は 2 週間とのことだった。運転免許証は期

限切れだったが、コロナ渦の特別措置で目の検査と講習だけで合格することが出来たようである。 

国内旅行に招待したいとの申し出に甘えて、次男の運転で妻と私の 3人で 2泊 3日の軽井沢と草津の

旅に出かけた。紅葉には少し早いが天気に恵まれ晩秋の風物をゆっくりと楽しむことができた。 

次男は私が俳句をかじっていることを妻から聞いていたのだろうか「俳句」を教えて欲しいと言う。 

そこで「雷電」という名の道の駅で「濁り酒」を購入し旅館で飲みながら教えることにした。「浅間嶽」

という名前の酒で昔、島崎藤村が愛でた小諸の銘酒だそうで一杯目より二杯目が、二杯目より三杯目が 

旨くなる良い酒だった。俳句は五七五に季語を入れて「切れ」がなければいけないと言うと、次男が季

語は自分でつくるものなのかと質問する。そうではないよ。「歳時記」にある「季語」を使うのだと説明

する。次男に歳時記を渡して歳時記は俳句を作る時絶対必要なもので読み物としても面白い。日本の自

然と文化が解るよと話すと、「奥が深い」と感心している。 

「濁り酒」の季語で句を作ってみようということになった。次男が「湯上りの父の背中や濁り酒」と

作る。私が「父の背中」と「濁り酒」は離れ過ぎてい

るので季語を変えて「湯上りの父の背中や秋の夕」と

したらどうだろうと言う。そして次男が「父と来て湯

煙のなか濁り酒」と、まずまずの作品を作る。私が「濁

り酒一時帰国の子に勧め」と返す。 旅館の庭に出て

みた。夕暮れの空に今まで見たことない素晴らしい

鰯雲があった。見渡す限り空が鰯雲で全部覆われて

いた。次男は雲が消えない内にと急いで写真を撮る。

この雲はアメリカまでつながっているかも知れな

い。 

そこで一句。この句は 10月の四木会に提出して〇
まる

を頂いたものである。 

 湯の町の空ある限り鰯雲 

二週間はあっという間だった。次男のアメリカに帰る日が来た。妻は成田まで見送りに行くと泣いて

しまうと言うので JR辻堂駅でお別れすることにした。私が 88歳、妻が 83歳、次男と会えるのは今日

が最後と思う。妻の顔に涙が光っていた。遠路来てくれた次男に心から感謝した。 
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▌じゃおベイサイド 

大山街道を歩く<柏尾道>（その 4) 

2020年 10 月に始めた「大山街道を歩く(柏尾道 戸塚～阿夫利神社)」、過去 3回に分け戸塚～長後～

門沢橋～伊勢原（産能大近辺の道灌塚）と歩いてきましたが、今回はいよいよ最終目的地大山阿夫利神

社(下社)です。開催日の 10月 1日は最高気温 29 度と夏日の暑さでしたが 8名の参加がありました。 

伊勢原道灌まつりで賑わう伊勢原駅から道灌塚前までバスを利用。道灌塚前で下車、バス通りから一

本北側を走る大山街道、道灌塚のある洞昌院の近くから今回の街道歩きを開始。 

新東名の工事のため区画整理中の場所が多い中、道祖伸、庚申塔、道標を探しながら歩く、子供が這

って上るからと名前のついた「這子坂」は 300mほどと短いながらも急坂で、一行の足取りが重くなる。

菊屋前辺りから御師の宿坊が散見されるようになり、三の鳥居を過ぎ「新玉橋」を渡るとＴ字路にぶつ

かり大山門前町に入る。出発地からここまで勾配 3.3％のなだらかな坂道（距離約 4 km、高度差 130m）

が続く、ダラダラとした上り坂で皆さん少々バテ気味。休憩を兼ね大山コマ製造元の「金子屋」まえの

日陰で昼食をとることにした。 

昼食後、門前町を通り、「かすみ橋」

を右へ渡り返して大山阿夫利神社本庁

前を通り、愛宕滝の前の「あたご橋」を

今度は左に渡る。徐々に坂の勾配がき

つくなる中、良弁滝前から左斜めに入

る旧道「とうふ坂」に入る。両側に御師

の宿坊が立ち並び大山らしい街並み。

「とうふ坂」が終わり「千代見橋」を右

へ渡るとその先は「こま参道」入り口。

ここから高度差 80m、362段の階段を

一歩一歩上る。階段を登りきると、目

的地の阿夫利神社下社までは高度差

300mの女坂を残すのみ。 

しかしながら、コロナ禍での運動不足に加え、気温が 30 度近くまで上がり体力の限界、すぐ横は大

山ケーブル駅。登山は最もペースの遅い人に合わせるとの鉄則に従いギブアップ、ケーブルを利用する

ことになった。急峻な山肌をケーブルに乗車する事 6分で、神社駅に到着。残る神社までの最後の階段、

約 100段は自分の足で上り、最終目的地の大山阿夫利神社下社に到着。 

参拝をすませ、神社前からは江ノ島、三浦半島とその先に房総半島を望み、眼下に広がる街並みに歩

いてきた大山街道筋をたどりながら、4回シリーズの「大山街道(柏尾道)を歩く」を締めくくりました。

総歩数 65,400 歩、戸塚から阿夫利神社までの完歩者は 2名でした。 

（ベイサイド 諏訪 記・写真） 
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▌じゃお多摩・田園 

コロナ禍で久しぶりの蕎麦打ち 

コロナ禍で途絶えていた部内蕎麦打ちを 2年半ぶりにおそるおそる 9 月 29 日に町田市民フォーラム

で開催しました。10名の参加連絡があったので、蕎麦粉の袋を自宅で用意、粉の状態で約 160gが１人

前なので計 1600gがおおまかな必要量です。余裕をみて今回は 3テーブルで打つので、１テーブル 320g 

を 2袋、二八の蕎麦袋を用意し、この他に蕎麦がくっつくのを防ぐ打ち粉（更科）を 3つ準備して開催

日に持ち込みました。また今回、北海道産と上州産の

蕎麦粉を 2 種用意したためその食べ比べも楽しみで

す。 

いまだコロナ禍であり、捏ね鉢等を囲んで素手で

蕎麦を捏ねるため、マスク着用、手洗いの徹底、2カ

所のドアを開放、できるだけ会話を控える事は必須

でした。１テーブル 3人程度に分かれ 10時に作業開

始。私のテーブルには今回蕎麦打ちが初めての人も 1

名いましたので、蕎麦の工程、捏ね／練り／のし／た

たみ／切りを一つ一つ教えながらの蕎麦打ちでし

た。他のテーブルは常連が多くさすが淡々とこなしておりました。 

さて、11時半過ぎにゆで上がった蕎麦を皿に盛りつけ、汁、海苔、ネギ、天かす等も準備し、試食と

あいなりました。 

私のグループは、北海道産の蕎麦の水回しがやや失敗し柔らかかったのですが、食べてみると色も良

く味も上州産より美味という印象でした。まあ 2 年半余ぶりの蕎麦打ちでしたが、体の方が工程を覚え

ており、味も美味しく作る事ができました。最後に集合写真を撮って解散となりました。 

（多摩・田園 玉木 徹 記・竹内 純一 写真） 
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身近な街でスナップ撮影～グラファーズ 10 月撮影会～ 

グラファーズでは毎月、作品について話し合う機

会があり「品評会」と呼んでいます。私が 9月 13 日

の品評会で町田仲見世商店街の写真を披露したとこ

ろ「次回は町田駅前にしよう」との声がかかり、10月

の撮影会が変更となりました。元は横浜の港の見え

る丘公園から山下公園まで歩き秋バラを撮影すると

いう計画でしたので、エライ違いです。成り行きで、

幹事も藤沢の住民から町田の住民に交代することに

……。仕方がないですね。（写真は火点し頃の町田仲

見世商店街、この写真が行き先を変えるきっかけで

した。） 

こうして、10 月 4日の撮影会は、急遽、町田駅前に変更となりました。私は品評会の意を汲んで夕方

の繁華街や飲み屋街の光景を狙うつもりでしたが、メールが飛び交った結果、大人の事情で、真っ昼間

の 14時集合と決まりました。 

当日は抜けるような青空、もう 10 月だというのに暑くて風の強い日でした。街並みも昭和な雰囲気

とはかけ離れた明るい景色です。気を取り直して、小田急百貨店の屋上から始めます。人々が屋上ビヤ

ガーデンに集まったのもコロナ禍前のことで、今は青い空とダダッ広い広場があるばかり、ベンチには

人がまばらに座って休憩しています。鳩のほうが人よりも多かったようです。 

次は、小田急町田駅南口に小さな祠がある町田稲荷です。そこから繁華街や飲み屋街を抜け、小田急

町田第一踏切を撮影して浄運寺へ、メンバーは思い思いに立ち止まって撮影しています。中には、撮影

に夢中になって遅れるメンバーがあり、はぐれないかハラハラ、ドキドキ。私の心配をよそに、いつの

間にか、追いついてくるのも見慣れた光景でした。 

浄運寺は日蓮宗のお寺で、翌週に迫った「お会式（おえしき）」と呼ばれる開祖日蓮上人の命日に行わ

れる法要のため、境内が飾られていました。メンバーは、様々な角度から飾り物を撮影しています。 

さて、そこからは、さらに繁華街を抜けて町田仲見世商店街へと移動しました。残念ながら、平日の

午後とあって、夕方に営業を始めるお店は開いていません。人影も少なく、ややシャッター商店街のよ

うな雰囲気でした。 

ここまでが約 1時間半、気が付けばメンバーは何となく「ソワソワ」しています。そりゃーそうです

ね。暑い中、誘惑の多い飲み屋街を歩いてきたので、喉も乾こうというものです。誰言うともなく、予

定より 30分早く撮影を切り上げ、反省会へと突入することに相成りました。しかし、私は急な用事で、

反省会をあきらめることに。残念！！ 

撮影した作品をホームページに掲載しています。是非、ご覧ください。 

https://jaoclub.com/tama-denen/gallery/ 

（多摩・田園 竹内 純一 記・写真） 

  

https://jaoclub.com/tama-denen/gallery/
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迎賓館赤坂離宮参観～仲間と街歩き～ 

多摩・田園の「仲間と街歩き」では、10月 18 日（火）に迎賓館赤坂離宮を参観しました。今回は募

集人数が 15 名と限られていたこともあり、わずか 3 日で申し込みが募集人数に達する人気でした。全

国旅行支援はすでに定員を超えた府県もあるようですが、それより早かったかもしれません。 

迎賓館赤坂離宮は明治 42 年、東宮御所として建設され、戦後、大規模改修工事を経て外交の舞台と

して使用されるようになりました。建築には、当時の日本の建築、美術、工芸界の総力が結集されてお

り、今では国宝に指定されています。 

皆様も、一度はテレビのニュースや新聞などで、総理大臣と海外からの賓客が、迎賓館赤坂離宮で共

に写る映像を目にされたことがあるのではないでしょうか。2022 年にも米バイデン大統領、印モディ

首相、豪アルバニージー首相をはじめ、多数の賓客を招いています。 

迎賓館赤坂離宮に入るには空港と

同様の手荷物検査があります。検査

を終えてから、ガイドによる案内付

きで、和風別館を見学しました。 

和風別館は「游心亭」と名付けられ

ており、外には和風庭園があり、錦

鯉もいます。迎賓館で使われる盆栽

もここで育てています。広間では和

食でのもてなしのほか、着物や生花

の鑑賞、日本舞踊なども催されるそ

うです。天ぷらや寿司を提供する部

屋や茶室も用意されていました。内

装も日本の粋を凝らしたものでし

た。できるなら賓客として訪問してみたいものです。 

約 1時間をかけて和風別館を参観した後は、本館へと進みます。本館は日本では唯一のネオ・バロッ

ク様式による宮殿建築物で、海外から輸入された大理石や日本各地から集められた石や木材が使われて

います。それぞれの部屋ごとのテーマに沿って、油彩画、七宝、木彫のレリーフなどで華麗に装飾され

ていました。随所にあしらわれた金箔が部屋を華やかで豪華に見せています。調度品も輸入されたシャ

ンデリアや椅子に加えて国内で作られた段通などが惜しみなく使用されていました。 

予約人数に限りがあって、希望者全員の参加が叶

わなかったのですが、見学前にランチ会を催しまし

た。（参加できなかった方々、ごめんなさい。）会場は

焼き鳥の名店「伊勢廣」ホテルニューオータニ店です。

焼き鳥に舌鼓をうった後、お店を出たところ、行列が

できているのにビックリ。そう言えば平日にもかか

わらず女性客が多かったと感じました。その後はホ

テルニューオータニの日本庭園で、緑豊かな庭と滝

の音に癒されました。 

（多摩・田園 竹内 純一 記・写真） 


